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■ 大和川流域における総合治水対策について 
◎ 総合治水対策の進捗状況 
  □昭和60年7月に流域で取り組む具体的な計画に対する実績 対策量 

計画 実績 

国：○○○ｍ 

県：7.1万m 

国：○○○ｍ（○%） 

県：1.8万m(25％) 

遊水地：40.86万m3 

河道内貯留：14.6万m3 

合計：55.46万m3 

 

遊水地：27.4万m3 

河道内貯留：4.0万m3 

合計：31.4万m3 
(57％) 

602万m3 

 
462万m3 

(77％) 

170万m3 

 
126万m3 

(74％) 

11.9万m3 14.6万m3 

(123％) 

281.4万m3 

 
139.4万m3 

(50％) 

10.5km2 

 
9.7km2 

(-7％) 

※精査中 特に対策はなし 

（34㎥/s） 

（9㎥/s） 

（96㎥/s） 

（25㎥/s） 

内水湛水 （146㎥/s） 

○ 大和川流域整備計画による流量分担量 

 大和川流域総合治水対策協議
会において治水対策と流域対策
でそれぞれの分担量を決定し、
それに基づく整備計画が策定さ
れています。 
 
※準線形貯留型モデルにより 
 算出 

 < >：実績/計画×100 

対策量 

計画 実績 

170万m3 126万m3 

<74％> 

11.9万m3 14.6万m3 

<123％> 

281.4万m3 

 
139.4万m3 

<50％> 

10.5km2 精査中 

約500万m3 

 
約500万m3 

<±0％> 

（25㎥/s） 

（11㎥/s） 

（48㎥/s） 

（－） 

（146㎥/s） 

実施内容 

藤井1700m3/s河道を整備 

曽我川遊水地、宮堂河道内貯留施設、地蔵院川
遊水地を整備 
           治水容量：37万m3 

 
 ※中川遊水地（治水容量：3万m3）は未整備 

天理ダム、初瀬ダム、岩井川ダム、白川ダム、大
門ダムを建設 

治水容量：465万m3 

計画 

河川に自然排水できず、内水地区に湛水する現象です。

主に水田が湛水します。 

実績 

※実績の流量は、対策量の計
画と実績の比率で案分した。 

流量と容量の関係 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 時間 

流 
量 

流域対策前流量 

流域対策後流量 

対策量 
(容量) 流出抑制

効果 

ピーク 
流量 
低減 



20 23 23
28 31 32

41 38 39
35 33 31

39 39 38 37 36 37

0%

20%

40%

60%

80%

100%

S51 S62 H3 H9 H18 予測

比
率

森林

田畑

市街地

0

25,000

50,000

75,000

100,000

H18年

面
積

(h
a)55 56 57 64

75
91

104
114 121 122 124 122 121

21 22 21
19

18

17

17

16
17 21 20 20 19

0

25

50

75

100

125

150

S25 S30 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22

人
口

（
万

人
）

2 

◎ 社会情勢の変化 

□大和川流域内の人口は昭和30年代後半から増加。大和川流域に奈良県全体の
約90％（約１２１万人）の人口が集中。 

□大和川流域（奈良県域）における平成18年の土地利用は、森林36％ 、田畑
33％、市街地31％となっている。 

□市街地は昭和51年には20％に過ぎなかったが、平成18年には31％となってい
る。一方、農地は41％から33％に減少している。 

□大和川関連24市町村の都市計画区域の面積は87,543ha（平成18年時点）。 

□人口集中地区（DID地区）が増加傾向。 

※国土数値情報1/10細区分土地データ（国土交通省）を基に大和川流
域（奈良県域）を抽出・整理、田畑にゴルフ場、荒地、河川を含む。 

【奈良県人口の変遷】 

【大和川流域（奈良県域）の土地利用の変遷】 

■：大和川流域内 

□：大和川流域外 
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【DID地区面積の変遷】 

DID地区 

■ 昭和35年 

■ 昭和45年 

■ 昭和55年 

■ 平成2年 

■ 平成12年 

■ 平成22年 

【DID地区の変遷図】 
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【都市計画区域面積】 

22％
（19,464ha） 

78％
（68,074ha） 

  市街化区域 
  市街化調整区域  

n=87,538 ha 

※国土数値情報  DID地区データ（国土交通省） 

 ※「人口集中地区（ DID地区）」：市区町村の境域内

において、人口密度の高い基本単位区（原則として
人口密度が1平方キロメートル当たり4,000人以上）

が隣接し、かつ、その隣接した基本単位区内の人口
が5,000人以上となる地域 

22％
（19,249ha） 

78％
（68,294ha） 

n=87,543 ha 

S68予測（流
域整備計画） 
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◎ 既往洪水の状況 

□藤井地点において計画高水位を超過した洪水は7洪水
で、昭和57年8月洪水を除くと近年に発生 

【王寺町藤井における降雨・水位波形】 
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【王寺町藤井の年最高水位】 

計画高水位8.293m 

はん濫注意水位6.0m 

水防団待機水位4.0m 

※藤井観測所 水位観測開始 昭和55年 

Ｈ26 Ｈ25 S57 
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※王寺観測所（国交省）の雨量値 

発生年月 発生原因
流域12時間雨量

（mm/12hr）
観測水位(m)

昭和57年8月
台風10号・前線台風9

号崩れ低気圧
145.6 9.11

平成7年7月 梅雨前線 90.8 8.86

平成11年8月 低気圧 137.1 8.54

平成19年7月 低気圧 82.8 8.41

平成25年9月 台風18号 116.3 9.12

平成26年8月 台風11号 123.0※ 8.86

計画高水位8.293m 計画高水位8.293m 



S5708 H0707 H1108 H1907 H2509 1/10年

雨量(mm) 19.4 26.8 23.4 26.1 18.0 51.8

確率（年） 0.5 1.1 0.8 1.0 0.5 10.0

雨量(mm) 53.7 58.3 57.6 68.8 41.4 71.4

確率（年） 2.9 4.0 3.8 8.5 1.2 10.0

雨量(mm) 85.5 79.2 99.2 76.3 61.1 92.2

確率（年） 6.9 4.8 15.2 4.1 1.7 10.0

雨量(mm) 145.6 90.8 137.1 82.8 116.3 122.8

確率（年） 27.7 2.5 19.1 1.7 7.6 10.0
12時間

6時間

1時間

3時間

4 

◎ 対象洪水の規模 

S5708 H0707 H1108 H1907 H2509 H2608 1/10年

雨量(mm) 19.4 26.8 23.4 26.1 18.0 19.0 51.8

確率（年） 0.5 1.1 0.8 1.0 0.5 0.5 10.0

雨量(mm) 53.7 58.3 57.6 68.8 38.0 42.0 71.4

確率（年） 2.9 4.0 3.8 8.5 0.9 1.3 10.0

雨量(mm) 85.5 79.2 99.2 76.3 50.0 77.0 92.2

確率（年） 6.9 4.8 15.2 4.1 0.9 4.3 10.0

雨量(mm) 145.6 90.8 137.1 82.8 85.0 123.0 122.8

確率（年） 27.7 2.5 19.1 1.7 1.9 10.3 10.0

雨量(mm) 191.5 143.0 140.6 82.9 126.0 130.0 166.9

確率（年） 22.9 4.6 4.3 0.6 2.6 3.0 10.0
24時間

12時間

6時間

1時間

3時間

【藤井上流域平均雨量の確率評価】 

□近年の主要洪水について、藤井上流域平均雨量を奈良地方気象台の確率降雨量
（奈良県の降雨強度式に適用）を基に評価すると、昭和57年8月の12時間最大雨量
は概ね30年確率。 

□昭和57年8月と中央集中型モデル降雨（10年確率）の降雨量を比較すると、S57年8

月の総雨量はモデル降雨の約2倍 

【奈良県 確率規模別・降雨継続時間別の降雨量】 

○柏原上流域平均雨量の確率評価（参考） 
・計画降雨継続時間の設定：洪水到達時間や洪水のピーク流量と短時間雨
量との相関関係等から12時間と設定 

・確率降雨量の設定：12時間雨量：昭和28年～平成19年(55年間)を統計処
理し、一般的に用いられている確率分布モデルの平均値を採用 
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S5708 
（藤井） 

モデル 
降雨1/10 

時間雨量 19 51 

6時間雨量 86 92 

12時間雨量 146 123 

24時間雨量 192 167 

総雨量 376 167 

○対象降雨の比較 

・S57年8月降雨とモデル降雨を比較
すると、 S57年8月の総雨量はモデ
ル降雨の約2倍。 

・S57年8月降雨の時間雨量は小。 
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 水系名：大和川 

 河川名：大和川 

 地点名：柏原地点 

      （12h雨量） 
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【対象降雨の比較】 
単位：mm 

S5708 H0707 H1108 H1907 H2509

雨量(mm) 146.2 102.6 131.5 89.7 126.2

確率（年） 76.9 7.5 35.0 3.8 26.4
12時間

【柏原上流域平均雨量の確率評価】 

出典：河川整備基本方針資料（国交省） 

降雨継続時間 

○流域整備計画の目標 

・大和川本川（国管理）は、S57年8月降雨（概ね30年に1回程度の確率で発生す
る降雨）を対象として改修を実施。 

・支川（県管理）は、概ね時間50mmの降雨（概ね10年に1回程度の確率で発生す
る降雨）を対象として改修を実施。 

 

累加雨量 



全体 内水 外水 その他

市街化区域のみ 48 8 6 34
市街化調整区域のみ 21 12 4 5
混在 22 6 5 11
総数 91 26 15 50

48地区

21地区

22地区

市街化区域のみ

市街化調整区域のみ

混在

5,580
(39%)

8,799
(61%)

内水 外水

5 

□大和川流域では、昭和５７年の大水害以降も、大型台風等や比較的小規模な降雨
による浸水被害と河川水位の上昇により自然排水ができずに堤内地に湛水が生じ
る内水被害が発生している。 

 

□浸水被害の発生する恐れのある区域は、3,985ha（市街化区域 1,090ha 

  市街化調整区域 2,895ha ） 

 

□大和川との治水安全度のバランスを確保しつつ、概ね10年に1回程度の確率で発

生する降雨に対する整備を進めている。 

747
(22%)

2,585
(78%)

市街化区域 市街化調整区域

○大型台風等による浸水被害 
・近年の洪水の発生原因は、梅雨前線や台風・低気圧となっている。 
・浸水面積の約78％は、市街化調整区域となっている。 

【大型台風等による浸水被害の状況（奈良県域）】 

○浸水常襲地域 
・戦後最大の被害を被った昭和57年8月の洪水以降3回以上浸水した地域を「浸水常
襲地域」として設定。大和川流域内の浸水常襲地域は85箇所、浸水面積の合計は
469ha。 

・浸水常襲地域の浸水面積の約47％が、市街化調整区域となっている。 

※S57年8月、H7年7月、H11年8月、
H19年7月の浸水面積の包絡面積 

【大型台風等の浸水区域の都市計画区域の割合】 

n=3,332ha 

320.3 ,
22%

1,139.7 ,
78% 市街化区域

市街化調整区域

◎ 浸水被害の現状 

【大型台風等の浸水戸数の割合】 

n=14,379戸 

市街化区域
市街化調整

区域
合計 浸水原因

家屋全
･半壊

床上浸水 床下浸水 合計

内水 1 170 2,448 2,619

外水 255 2,813 4,939 8,007

(19%) (81%) (100%) 合計 256 2,983 7,387 10,626

内水 1 137 1,661 1,799

外水 0 74 518 592

(22%) (78%) (100%) 合計 1 211 2,179 2,391

内水 2 23 211 236

外水 0 0 0 0

(3%) (97%) (100%) 合計 2 23 211 236

内水 0 89 837 926

外水 1 11 188 200

(41%) (59%) (100%) 合計 1 100 1,025 1,126

747 2,585 3,332 内水 4 419 5,157 5,580

(22%) (78%) (100%) 外水 256 2,898 5,645 8,799

101.2 約2,100 370

20

113

133.2

89.7 約1,500

約1,700 6 158 164

173

55

626

94

799

平成19年7月

平成11年8月

平成7年7月 梅雨前線

低気圧

低気圧 39

発生年月 発生原因
柏原上流域
12時間雨量
（mm/12hr）

柏原地点

流量（m
3
/s）

554

台風10号・前線
台風9号崩れ低

気圧
約2,500146.2

合計

浸水箇所
浸水面積(ha)

252

被害状況（戸）

2,343 2,897昭和57年8月

※S57年8月、H7年7月、H11年8

月、H19年7月の浸水戸数の合計 

■内水 
■外水 

全体 内水 外水 その他

市街化区域のみ 48 8 6 34
市街化調整区域のみ 21 12 4 5
混在 22 6 5 11
総数 91 26 15 50

48地区

21地区

22地区

市街化区域のみ

市街化調整区域のみ

混在

【箇所数】 【 面積】 

全体 内水 外水 その他

市街化区域のみ 248.7 26.6 30.5 191.6
市街化調整区域のみ 220.0 204.4 8.6 7.0
総数 468.6 231.0 39.1 198.5

248.7ha220.0ha

市街化区域のみ

市街化調整区域のみ

全体 内水 外水 その他

市街化区域のみ 248.7 26.6 30.5 191.6
市街化調整区域のみ 220.0 204.4 8.6 7.0
総数 468.6 231.0 39.1 198.5

248.7ha220.0ha

市街化区域のみ

市街化調整区域のみ
n=85地区 n=468.6ha 

(53%) (47%) 

320.3 ,
22%

1,139.7 ,
78% 市街化区域

市街化調整区域

○内水地区 
・合流先河川の背水の影響で、内水
被害が発生する可能性のある区域
を「内水地区」として設定。 

・大和川流域における内水地区は130
箇所、浸水面積の合計は1,460ha。 

・流域整備計画の内水湛水区域は、
概ね含まれている。 

※浸水による被害の恐れのある区域 
・大型台風等による浸水被害、浸水常襲地域、内水地区の包絡面積は、 
  市街化区域1,090ha 
 市街化調整区域2,895ha 
 合計3,985ha 

n= 1,460 ha 

16地区 

21地区 

48地区 

16 

全体 内水 外水 その他

市街化区域のみ 48 8 6 34
市街化調整区域のみ 21 12 4 5
混在 16 6 5 5
総数 85 26 15 44
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※ 浸水実績地区：昭和57年8月、平成7年7月、平成11年8月、平成19年7月 

－凡例－ 
   ：大和川流域 
   ：市町村界 
   ：河川 
   ：内水地区 
   ：浸水常襲地域 
   ：浸水実績地区 
   ：市街化区域 

【内水地区・浸水常襲地区・浸水実績地区の重ね合わせ図】 

Ｎ 

出典：奈良県調べ 
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河合町 

大淀町 

明日香村 



7 
※ 浸水実績地区：昭和57年8月、平成7年7月、平成11年8月、平成19年7月 

【浸水実績地区の重ね合わせ図】 

Ｎ 

出典：奈良県調べ 

－凡例－ 
   ：大和川流域 
   ：市町村界 
   ：河川 
   ：昭和57年8月浸水実績地区 
   ：平成7年8月浸水実績地区 
   ：平成11年8月浸水実績地区 
   ：平成19年7月浸水実績地区 
   ：市街化区域 
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